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住みよい

まちづくりを
学 区内人 口

(令和 6年 4月 1日 現在)

世 帯 数
人  口

男  子
女  子
高齢化率

1,572
3,176
1,513
1,663
41.8%

発  行

仲 町 学 区
コミュニティ推進会

原   孝  介

仲町交流センター内
0294(21)5564

印  刷

第一印刷開
0294(22)6281

. ●

新 令
年 和
の 7

あ 年
い度
…ヽr
C

つ

仲
町
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

推
進
会
会
長
　
原
　
孝
介

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
元
旦
に
能
登
半
島
地

震
が
あ
り
、
災
害

へ
の
不
安
感
と

と
も
に
１
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

仲
町
学
区
に
お
い
て
も
、
一
昨

年

９
月
の
豪
雨
災
害

の
後
遺
症

が
い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
が
、
各
種

行
事
は
皆
様

の
協
力

の
お
か
げ

で
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

特
に
、
夏
祭
り
は

「仲
町
ま

つ

り
」
に
改
称
し
、
皆
様

の
ご
理
解

を
得
て
、
猛
暑
を
避
け
る
た
め
時

期
を

９
月
に
ず
ら
し
て
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
平
沢
中
が
駒
王

中
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
令
和
９
年

に
仲
町
小
も
官

田
小
に
統
合
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
統
合
に
よ
り
仲
町
学
区
か

ら
小
中
学
校
が
無
く
な
り
ま
す
。

新
時
代

に
合
わ
せ
、
交
流

セ
ン

タ
ー

の
活
動
も
変
化
が
必
要
で

す
。皆

様
に
お
き
ま
し
て
は
、
既
に
、

高
齢
化
が
進
む
中

で
の
地
域

の

高
齢
者
見
守
り
体
制

の
構
築
等

を
進
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
活
動
も
含
め
、
今
後

も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま

す
。本

年
も
役
員
、
職
員

一
同
、
皆

様
に
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か

つ

た
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う

尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

仲
町
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

Ｈ
月
３
日

（日
）
『
文
化
祭
』

が
快
晴

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前

日
は
雨
の
中

実
行
委
員

が
会
場
設
営
を
行
い
ま
し
た
。
開

会
式

の
あ
と
日
立
風
流
物
西
町

支
部
の

『
子
ど
も
鳴
り
物
』
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
で
は

利
用
団
体
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
、
童
謡

の
合
唱
、
詩

吟
そ
し
て
演
歌

・
民
謡
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
館
内
で
は
絵
画
や

写
真
、
手
芸
や
切
り
絵
な
ど
の
展

示
や
お
茶
席
も
あ
り
ま
し
た
。
駐

車
場

で
は
８
店
舗

の
模
擬
店
や

試
食

コ
ー
ナ
ー
が
味
を
競

い
ま

し
た
ｃ
ま
た
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
も

盛
況
で
し
た
ｃ

午
後
か
ら
は
明
秀

日
立
ダ

ン

ス
部

の
躍
動
感
あ
る
ダ

ン
ス
が

被
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
お
楽

し
み
抽
選
会
で

一
喜

一
憂
し
、
秋

の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
ｃ

館内展示品の一部明秀日立ダンス部と観客

塗装のことなら、

地元密着の当社へ。
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第 191号 仲 町 ふ れ あ い 令和 7年 1月 5日 (2)

宮

田

川

清

掃

通

学

路

清

掃

環
境
美
化
部

秋
の
宮
田
川
清
掃
が
、
地
域
住

民
・地
域
企
業
の
協
力
を
え
て
１０

月
５
日

（土
）
官
田
川
を
守
る
会

大
畑
信

一
会
長
の
も
と
で
実
施
。

清
掃
は
５５
年
の
長
き
歴
史
を
数

え
ま
す
。
環
境
美
化
部
も

一
助
と

な
り
継
続
し
て
官
田
川
の
景
観

を
守

つ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

９
月
２８
日

（土
）
『
ク
サ
ゼ

ロ

活
動
』
と
Ｈ
月
２３
日
の
２
回
、
通

学
路
歩
道
橋
３
か
所
の
草
刈
り

と
倒
木
の
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。

仲
町
小
学
校
教
員
、
交
通
安
全
保

護
者

の
会
員
、
仲
町
交
流
セ
ン

タ
ー
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

魅
力
再
発
見

ウ

オ
ー

ク

体
育
部

・
文
化
部
共
催

今
年
の
コ
ー
ス
は
３
コ
ー
ス

あ
る
う
ち
の
北

コ
ー
ス
神
峰
公

園
を
中
心
に
し
た
内
容
で
す
。
天

気
に
も
恵
ま
れ
会
長
挨
拶
の
後

に
出
発
。

神
峰
神
社
よ
リ
ス
タ
ー
ト
し

神
峰
公
園
山
頂
ま
で
の
様

々
な

施
設
を
休
憩
し
な
が
ら
巡
り
ま

し
た
。

そ
の
後
吉
田
正
音
楽
記
念
館

を
見
学
し
て
、
鞍
掛
山
山
頂
が
行

き
の
終
点
で
し
た
。
疲
れ
た
足
で

下
山
す
る
と
、
温
か
い
う
ど
ん
と

そ
ば
の
昼
食
が
待

っ
て
い
ま
し

た
。
抽
選
会
を
し
て
解
散
。

苦
し
く
も
楽
し
い
ウ
オ
ー
ク

で
し
た
。

防

災

訓

練

防
災

・
防
犯
部

１０
月
１９
日

（土
）
仲
町
小
学
校

に
て
令
和
６
年
度
の
『
自
主
防
災

影

訓
練
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練

餓

内
容
は

「初
期
消
火
訓
練
」
「給

需

水
タ
ン
ク
組
み
立
て
訓
練
」
「大

貿損

声
、
声
だ
し
訓
練
」
「防
災
講
話
」

釜

と

「ト
ン
汁
の
炊
出
し
」
で
す
。

今
回
の
防
災
訓
練

で
は
小
学

生
の

「大
声

。
声
だ
し
訓
練
」
、

「給
水
タ
ン
ク
組
み
立
て
訓
練
」

が
初
め
て
の
訓
練
で
し
た
。

か
み
ね
フ
ェ
ス
タ

体
育
部

１２

月

１

日

（土
）
初

の

レ

ジ

ャ
ー
ラ

ン
ド
と
神
峰
公
園
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
。
暖
か
い
天
気
に

恵
ま
れ
て
の
入
場
と
な
り
ま
し

た
。相

変
わ
ら
ず
ジ

エ
ツ
ト

コ
ー

ス
タ
ー
は
込
ん
で
い
た
け
れ
ど

聴
少
し
待
っ
て
何
回
も
乗
る
こ
と

劉副れ
が
で
き
ま
し
た
。
動
物
園
は
リ

声
　
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
園
内
を
ひ
と
ま
わ

り
し
て
も
約
１
時
間
。
爬
虫
類
館

や
猛
獣
舎
が
迫
力
あ
り
見
ご
た

え
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た

の
で
来
年
は
皆
様
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

モ
ダ

ン
正
月

飾
り
作

り

生
涯
学
習
推
進
部

１２
月
７
日

（土
）
仲
町
交
流
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
参
加
者

１４

名
で

『
モ
ダ
ン
正
月
飾
り
作
り
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
紙
紐
で
縄
を

編
む
モ
ダ
ン
な
正
月
飾
り
で
す
。

今
年
の
課
題
は
自
の
紙
紐
の

縄
を
編
み
こ
む
と
こ
ろ
を
少
な

く
し
垂
ら
す
部
分
を
長
く
出
来

る
よ
う
に
先
生
が
考
え
て
く
れ

た
も
の
で
す
。
結
果
、
参
加
者
か

ら
も
制
作
が
容
易
で
来
年
も
作

り
た
い
と
の
声
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
各
自
完
成
し
た
正

月
飾
り
を
持
ち
、
先
生
を
囲
ん
で

記
念
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

賞品もゲット

お疲れさまでした

各自のモダン正月飾りをもって
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「
日
立
市
原
子
力
災
害

広
域
避
難
計
画
」

広
報
部

１２
月
１
日
、
仲
町
交
流
セ
ン

タ
ー
で

「日
立
市
原
子
力
災
害

広
域
避
難
計
画
」
住
民
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
（公
社
）
茨
城
原
子
力

協
議
会
か
ら
放
射
線
に
つ
い
て

基
本
的
な
知
識
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
日
立
市

原
子
力
安
全
対
策
課
か
ら
、
東

海
第
二
原
子
力
発
電
所
に
お
い

て
重
大
事
故
等
に
起
因
す
る
原

子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

も
し
く
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
の
住
民
広
域
避
難
に

つ
い
て
仲
町
の
ケ
ー
ス
に
絞

っ

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

事
故
発
生
か
ら
避
難
ま
で
の

流
れ

（∪
Ｐ
Ｚ
の
場
合
）

仲
町
は
発
電
所
か
ら
お
お
む

ね
半
径
５
～
Ю
キ
ロ
圏
内

（
Ｕ

Ｐ
Ｚ
）
に
入
り
ま
す
。
（図
１
）

（１
）

警
戒
事
態

事
故
が
発
生
し
た
ら
、
通
勤

者
、
外
出
者
は
帰
宅
し
て
く
だ

さ
い
。
園
児
、
児
童
、
生
徒
は

保
護
者
に
引
き
渡
し
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
原
則
、
自
宅

（屋
内
）

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

（２
）

施
設
敷
地
緊
急
事
態

事
故
が
拡
大
し
た
ら
自
宅

（屋
内
）
に
避
難
し
た
ま
ま
、

避
難
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（３
）

全
面
緊
急
事
態

重
大
事
故
に
進
展
し
た
ら
１

週
間
以
内
を
目
安
に
避
難
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
先
と
避
難
ル
ー
ト

仲
町
の
避
難
先
は
福
島
市
桑

折
町

（
こ
お
り
ま
ち
）
で
す
。

（図
２
）

原
則
、
自
家
用
車
で
避
難
し

ま
す
。
バ
ス
で
避
難
す
る
場
合

は
仲
町
小
学
校
か
ら
バ

ス
に

乗

っ
て
く
だ
さ
い
。
避
難
ル
ー

ト
は
国
道
６
号
、
常
磐
道
で
す

が
、
県
道
で
も
可
能
で
す
。

途
中

（中
郷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
、
高
萩
中
学
校
、
高
萩
清
松

高
等
学
校
な
ど
）
に
避
難
退
域

時
検
査
場
所
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

放
射
性
物
質

の
付
着
検
査

（
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
）
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
避
難
中
継
所

で
あ
る

「あ
ず
ま
総
合
運

動

公

園

（桑

折

町

体

育

館
）
」
に
向
か

っ
て
く
だ
さ

い
ｃ
そ
こ
で
避
難
所
の
指

定
を
受
け
て
避
難
所
に
入

り
ま
す
。

（図
３
）

知
人
、
親
戚
宅
に
避
難

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
時
、
ど
こ
に
避
難
す

る
か
届
け
て
く
だ
さ
い
。

原
子
力
災
害
に
加
え
、
地
震

や
津
波
、
暴
風
雨
等
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
は
、
無
理
に
広

域
避
難
を
せ
ず
、
人
命
を
最
優

先
と
し
た
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。詳

し
く
は
９
月
に
配
布
さ
れ

た

「原
子
力
災
害
広
域
避
難
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ

（仲
町
地
区
）
」
を

見
て
く
だ
さ
い
。

図 1 仲町は 30km圏 内 (UPZ)

発電厳

■Ok:輝 鎌内 〔じ,2)

5km置自 (9螂霊)

仲町の避難先

福島市桑折町

図 2 仲町の避難先は福島市

桑折町 (こ おりまち )

跡　　鰤　・　　．

鋏
期

● 腑

(職場)徒歩等 一時集合場所

(仲町小学校 )

自

宅
自家騨車

等

徒歩

自家用車

職
場

・
学
校
等

避
難
退
域
時
検
査
場
所

中郷サービスエ リア

高萩中学校

あ
ず
ま
総
合
運
動
公
園

（桑
折
町
民
体
育
館
）

″
　
　
　
　
ヽ

バ ス

避
難
所
（桑
折
町
）

日立市

バ ス

家用車 自家用車

図3
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第 191号
仲 町 ふ れ あ い

日
立
市
郷
土
博
物
館

猪
狩
　
俊
哉

仲
町
小
学
校
の
校
歌
②

仲
町
小
校
内
の
数
か
所
に
は

校
歌
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

あ

る
と

こ
ろ

で
は
、
「作
詞

ｔ
ちづ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
さ
し
の

望
月
恒
雄
」
「作
曲
　
武
蔵
野
音

楽
学
校
」、
別
で
は

「作
詞
　
望

月
雅
氏
」
「作
曲
　
日
本
音
楽
学

校
」
と
あ
り
ま
す
。
本
当
の
作

詞
者
と
作
曲
者
は
だ
れ
な
の
で

し
ょ
う
か
？

と
こ
ろ
で
、
歴
史
あ
る
校
歌

の
場
合
、
同
じ
作
詞
者
と
作
曲

者
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
創
立
１
０
０

年
を
超
え
る
仲
町
小
も
同
じ
だ

ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

「望
月
」
の
苗
字
の
つ
く
校
歌

の
作
詞
者
を
本
や
ネ

ッ
ト
で

検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
県
内

の
旧
制
中
学
校
で
あ
る
、
鉾
田

中
学
校

（現
鉾
田

一
高
）
と
日

立
中
学
校

（現
日
立

一
高
）
の

作
詞
者
に

「望
月
恒
雅
」
を
見

つ
け
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の

望
月
さ
ん
は
、
大
正
Ｈ
年

（１

９
２
２
）
～
昭
和
２
年

（１
９

２
７
）
に
鉾
田
中
、
昭
和
２
～

６
年
に
日
立
中
で
教
頭
で
し
た
。

ま
た
、
日
立

一
高
の
創
立
５０
周

年
誌
に
は
、
国
語
教
師
で
歌
ご

こ
ろ
の
あ
っ
た
望
月
さ
ん
が
作

詞
、
東
京
音
楽
学
校

（現
東
京

彗
じ

鋼
大
学
）
の
ぼ
唯
濯
ど
ん
に

作
曲
を
依
頼
し
、
昭
和
４
年
に

日
立
中
の
校
歌
が
完
成
し
た
と

あ
り
ま
す
。
仲
町
小
校
歌
完
成

の
前
年
の
こ
と
で
す
。

日
立
中
は
昭
和
２
年
１
月
に

設
置
さ
れ
、
４
月
か
ら
新
入
生

が
入
学
し
ま
し
た
が
、
新
校
舎

は
未
完
成
。
そ
こ
で
日
立
中
は

仲
町
小

（当
時
の
第
五
尋

常

高
等
小
学
校
）
の
空
き
教
室
を

借
り
て
授
業
を
は
じ
め
た
の
で

Ｆ

ｏ

ヨ
ソ

日
立
中
の
設
置
か
ら
校
歌
の

作
詞
ま
で
に
対
通
し
た
望
月
さ

ん
は
、
教
室
を
借
り
て
お
世
話

に
な
つ
た
仲
町
小
に
、
お
礼
の

意
味
も
込
め
て
校
歌
を
作
つ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

さ
て
、
作
詞
者
は
望
月
恒
雅

さ
ん
で
よ
さ
そ
う
で
す
が
、
作

曲
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
日
立
中

校
歌
を
作
曲
し
た
信
時
さ
ん
は
、

東
京
音
楽
学
校
の
一褻
一摂
”で

し
た

の
で
、
信
時
さ
ん
の
在
籍
し
た

東
京
音
楽
学
校
に
作
曲
を
依
頼

し
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
校
内

の
掲
示
物
に
は

「武
蔵
野
音
楽

学
校
」
と

「日
本
音
楽
学
校
」

が
書
か
れ
る
の
み
で
す
。

武
蔵
野
音
楽
学
校

（現
武
蔵

野
音
楽
大
学
）
は
昭
和
４
年
に
、

日
本
音
楽
学
校

（現
品
川
学
藝

高
校
）
は
昭
和
２
年
に
開
校
し

た
の
で
、
両
校
と
も
仲
町
小
校

歌
の
完
成
時
に
は
開
校
し
て
い

た
の
で
す
が
、
両
校
と
仲
町
小

の
間
に
特
別
な
つ
な
が
り
は
見

出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
ず
か

な
関
係
と
し
て
は
、
昭
和
２
年

に
日
本
音
楽
学
校
長
に
、
貴

族
院
議
員
の
大
津
淳

一
郎
（当

時
の
豊
浦
町
出
身
）
が
就
任
し

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
仲
町
小

と
の
関
係
は
不
明
で
す
。

作
詞
者
に
は
な
ん
と
か
行
き

つ
き
ま
し
た
が
、
力
及
ば
ず
ナ

ゾ
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ｃ

今
後
も
調
査
を
継
続
し
ま
す
の

で
、
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

今
後

（
１
月
～
３
月
）

の
主
な
行
事

３
月
１
日
仲
町
交
流
セ
ン
タ
ー

利
用
団
体
連
絡
会

３
月
８
日
　
新
町
。
加
性
地
区

合
同
避
難
訓
練

年
齢
を
重
ね
て
も
、
い
つ
ま
で

も
お
元
気
な
方
が
多
く
な
っ
た
と

感
じ
る
。
共
通
点
は
何
か
と
探
し

て
み
た
。
色
々
な
事
に
興
味
を
持

ち
挑
戦
し
て
い
る
。

何
事
に
も
前
向
き
。
誰
と
で
も

仲
良
し
。
自
分
か
ら
楽
し
み
を
見

つ
け
に
行
く
。
い
つ
ま
で
も
好
奇

心
を
持
ち
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
歩

ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
。

自
分
も
こ
の
よ
う
に
あ
り
た
い

と
思
う
こ
の
頃
で
す
。藤

田
と
し
子

聾

日立中学校記念撮影 (昭和 2年。 1日 仲町
小校舎前にて)日 立郷土博物館所蔵

奎

集

東京海上 日動火災保 険株式会社 代理店
東京海上日動あんじん生命保険株式会社 代理店
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